


































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































中世︱﹄ ︵二〇〇二年︶ 、 ﹃霊場
の






仏︱﹄ ︵〇六年︶ 、 ﹃神国日本﹄ ︵〇六年︶ 、 ﹃死者
のゆく
え























































































































































































































































































































































































































































︱﹄ ︵〇三年︶ 、 ﹃日蓮﹁立正安国論﹂ ：全訳
注﹄ ︵〇八年︶
という
日蓮関係
の
二冊
がありますが
、前
者
は
伝記、後者
は
訳注
であって
、卒業論文以来
の
日蓮
の
思想
に
関
する
諸論文
は
、
これまで
執筆
されたご
著書
の
中
には
、意図的
に
収
められていません
。
これは
、
い
ずれ
日蓮
で
大
きな
論文集
をまとめたいとの
構想
がある
からだそうです
。
先生
にたいする
一般的
な
評価
としては
、 ︿中世人
の
精神世界
を
中心
に
、
コスモロジーの
変容
を
軸
として
、
古代
から
現代
に
及
ぶ
射程
をもつ
斬新
な
日本思想史像
の
構築者﹀
とでもまとめられるでしょうか
。
しかし
、
そ
れはまだ
先生
の
学問
の
全貌
ではありません
。 ﹁死﹂
と
﹁
カミ
﹂
という
二
つの
柱
をもとに
、
また
﹁日蓮﹂
の
思
想
と
運動
という
源泉
から
、日本思想史
といった
枠組
み
を
遙
かに
凌駕
して
、
どのような
雄壮
な
山脈
が
人類
の
知
的地平
に
隆起
してくるのか
、
われわれはいまだそれを
注意深
く
見守
っていなければならないようです
。
